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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。今
年
年
男
の
私
が
2
0
2
5
年（
巳

年
）の「
ツ
ナ
グ
」の
ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
と
な

り
ま
す
。▼
年
の
始
め
に
、改
め
て
労
働
者

自
主
福
祉
運
動
に
つ
い
て
、自
分
な
り
に

考
え
て
み
ま
し
た
。辞
書
で
調
べ
る
と「
福

祉
」と
は
、誰
も
が
幸
せ
に
生
活
す
る
権
利

で
あ
り
、お
互
い
が
尊
重
し
合
え
る
社
会

の
実
現
を
目
指
す
た
め
の
も
の
で
す
。つ

ま
り
は「
福
祉
」＝「
幸
福
」と
す
れ
ば
、労
働
者
福
祉
協

議
会
は
労
働
者
幸
福
協
議
会
と
な
り
ま
す
。何
か
怪
し

い
団
体
名
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。▼
最
近「
運
動
」

「
活
動
」と
表
現
し
て
し
ま
う
と
何
か
重
た
い
雰
囲
気
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、「
は
た
ら
く
ひ
と
達
が
、自
主
人

公
に
な
っ
て
幸
福
に
な
る
」ま
わ
り
の
ひ
と
が
各
々
の
立

場
で
、主
人
公
と
な
り
、お
互
い
に
助
け
合
っ
て「
幸
福
」

に
な
る
。こ
れ
が「
共
助
」労
働
者
自
主
福
祉
だ
と
思
い

ま
す
。▼
既
に
、ろ
う
き
ん
に
口
座
を
持
っ
て
い
る
方
、こ

く
み
ん
共
済
c
o
o
p
の
団
体
生
命
に
加
入
し
て
い
る

方
生
協
c
o
o
p
宅
配
を
行
っ
て
い
る
方
は
、立
派
に
労

働
者
自
主
福
祉
運
動
に
参
加
し
て
い
ま
す
。ろ
う
き
ん

の
口
座
を
持
っ
て
い
る
方
は「
ろ
う
き
ん
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
は
手
数
料
無
料
だ
よ
」こ
く
み
ん
共
済
c
o
o
p

に
相
談
し
た
ら「
掛
け
金
も
安
く
十
分
な
保
障
を
提
案

し
て
も
ら
っ
た
よ
」生
協
c
o
o
p
は「
食
品
に
独
自
の

安
全
基
準
を
も
っ
て
る
か
ら
安
心
だ
よ
」と
利
用
し
て
い

な
い「
は
た
ら
く
仲
間
」に
伝
え
る
事
が
、「
共
助
」を
未

来
に
ツ
ナ
グ
第
一
歩
だ
と
思
い
ま
す
。で
き
る
事
か
ら
始

め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。▼
最
後
に
、話
は
全
く
変
わ
り
ま

す
が
、コ
ラ
ム
と
同
名
の
小
説
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。「
ツ
ナ
グ
」辻
村
深
月
著
、一

生
に
一
度
だ
け
、亡
き
人
と
の
再
会
を
叶
え
て
く
れ
る
と

い
う「
使
者（
ツ
ナ
グ
）」。ツ
ナ
グ
の
仲
介
で
再
会
し
た
生

者
と
亡
き
人
。そ
れ
ぞ
れ
の
想
い
を
胸
に
一
夜
限
り
の
再

会
、伝
え
た
い
こ
と
を
何
も
伝
え
ら
れ
ず
逝
っ
て
し
ま

う
場
合
が
圧
倒
的
に
多
い
、感
謝
も
悲
し
み
も
生
き
て

い
る
か
ら
伝
え
ら
れ
る
も
の
生
き
て
い
る
う
ち
に
伝
え

ら
れ
る
こ
と
は
伝
え
た
い
と
思
う
が
、な
か
な
か
出
来
な

い
の
が
現
実
で
す
。あ
な
た
が
も
う
一
度
、会
い
た
い
人

は
誰
で
す
か
？（
保
）

（ふくちゃん）（ふくちゃん）
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お役立ち情報
国民生活センター
重大な事故につながるおそれも！長期使用の石油ファンヒーター
子どもに持たせるスマホにはペアレンタルコントロール機能を
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応募締切り
2月15日ご家族で

楽しむ
ご家族で
楽しむ 1616 個の

まちがいさがし
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まちがいさがし
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2025年 年頭のご挨拶

　新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　日
本
経
済
全
体
が
落
ち
込
む
中
で
、
光
熱
費
や

食
品
な
ど
生
活
に
直
結
す
る
分
野
の
値
上
げ
が
続

い
て
い
ま
す
。
こ
の
な
か
で
、
2
0
2
4
年
の
年

間
出
生
数
は
初
め
て
70
万
人
を
割
り
込
む
こ
と
が

予
想
さ
れ
、
最
悪
の
ペ
ー
ス
で
少
子
化
が
進
行
し

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
「
健
康
で
文
化
的
な
最
低
限
度
の
生
活
」
を
保
障
す

る
は
ず
の
生
活
保
護
費
も
段
階
的
に
削
ら
れ
続
け
る
な
ど
、
格
差
や
貧
困
、

社
会
の
分
断
が
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
今
こ
そ
、
私
た
ち
は
、
生
活
困
窮
者
支
援
の
取
り
組
み
や
、

ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
活
動
、
こ
ど
も
食
堂
の
取
り
組
み
な
ど
、
地
域
の
様
々
な

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
支
え
合
い
助
け
合
う
、
地
域
共
生
社
会
の
構
築
を
め
ざ
し

た
取
り
組
み
を
、
力
を
あ
わ
せ
て
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

高
等
教
育
の
負
担
を
軽
減
す
る
に
つ
い
て
は
、
「
す
べ
て
の
人
が
学
べ
る

社
会
へ

　高
等
教
育
費
負
担
軽
減
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
取
り
組
み
に
結
集

し
、
「
団
体
賛
同
・
個
人
署
名
」
の
取
り
組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
多
く

の
方
々
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
、
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
通
常
国
会
で
は
大
学
等
修
学
支
援
法
の
改
正
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
こ
れ
を
機
に
、
修
学
支
援
制
度
の
対
象
範
囲
の
拡
大
な
ど
、
高
等

教
育
の
負
担
軽
減
を
も
と
め
て
、
取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
今
年
は
国
連
の
定
め
た
国
際
協
同
組
合
年
で
す
。
改
め
て
労
働
者

自
主
福
祉
運
動
や
協
同
組
合
運
動
な
ど
の
共
助
の
輪
を
広
げ
る
と
と
も
に
、

N
P
O
や
市
民
団
体
な
ど
と
も
つ
な
が
り
、
持
続
可
能
な
開
発
目
標

（
S
D
G
s
）
の
実
現
に
向
け
た
協
同
組
合
の
実
践
、
社
会
や
経
済
の
発
展

へ
の
協
同
組
合
の
貢
献
に
対
す
る
認
知
を
高
め
る
取
り
組
み
を
、
と
も
に
進

め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
2
0
3
0
年
ビ
ジ
ョ
ン
に
お
い
て
確
認
し
た
「
貧

困
や
社
会
的
排
除
が
な
く
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
大
切
に
さ
れ
、
平
和

で
、
安
心
し
て
働
き
く
ら
せ
る
持
続
可
能
な
社
会
」
を
実
現
す
る
た
め
の
取

り
組
み
を
、
組
織
の
枠
を
超
え
て
、
労
働
者
自
主
福
祉
の
取
り
組
み
を
展
開

し
て
い
く
こ
と
を
お
誓
い
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

労
働
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福
祉
中
央
協
議
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長
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連合長野 会長　根橋　美津人
謹んで新年のお慶びを申し上げます。
時代の転換期で暮らしの基盤が揺らぐ

中、労働運動・労働者福祉運動には、これまでの延長線
上ではない新たなステージを切り拓いていく取り組みを
加速する必要があります。労福協と培ってきた共助のウ
ィングを拡大し「連帯・協同で安心・共生の福祉社会」
を実現すべくともに歩みを加速しましょう。

2025年の新春を迎え、日頃からの労福協運動に対する
ご支援に改めて感謝申し上げますとともに、今年が皆様
にとって充実した一年となりますようお祈り申し上げま
す。
そして、能登半島地震をはじめ多くの自然災害の被災
地で復興再生に取り組んでおられる方々、避難生活を強
いられている方々が、一日も早く穏やかな生活を取り戻
せるよう心より祈念いたします。
今年は、2019年に策定した労福協の「2030年ビジョ
ン」に向けた具現化の折り返し点にあたります。私たち
は2012年国際協同組合年を契機に、２年間の議論を経て
「連携・協同の深化」に向けた最終報告を第56回定時社
員総会で確認して10年、改めて労福協の社会的価値を訴
え、原点に立ち返って労働組合と福祉事業団体・協同組
合との連携強化を呼びかけてきました。同時に、最も共
助を必要とする人たちが共助の仕組みの外にいる現状を
指摘し、そうした方々に共助の輪を拡大していく必要性
を繰り返し提起してきたところです。
2030年にめざす社会像「貧困や社会的排除がなく、人
と人とのつながりが大切にされ、平和で、安心して働き
くらせる持続可能な社会」。今、この重みをかみしめる
必要があります。世界に究極の不連続性をもたらしたコ

ロナ禍、さらには国際情勢の緊迫化、地政学リスクや自
然災害リスクの顕在化などからくる不確実性の波は、働
く仲間とその家族に及んでいることは言うまでもありま
せん。そして目の前に突き付けられているのは、自助だ
けでこのような危機は乗り越えることが難しい現実であ
り、社会的セーフティネットの脆弱さもあいまって、貧
困や格差をさらに深刻化させている厳然たる事実です。
くしくも今年は２回目の「国際協同組合年」です。今
こそ活動コンセプトである「つなぐ・つながる」潜在力
を引き出していくためにも、労働団体と事業団体の連携
による組織基盤強化に向けた利用促進と、労働者福祉の
ウィングを拡げる共助拡大運動の２つの軸を体現し続け
る年にしていきたいと思います。
加えて、貧困を生み出す原因をなくしていくための取
り組みも不可欠です。本来見据えるべきは、働いても生
活できない、働きたくても働けないという社会のかたち
です。格差や貧困のない社会に向けて、労福協も社会の
共感の得られる運動の一翼を担ってまいります。
連帯・協同、共生といった価値観が尊重される社会を
めざして、ともに前進しましょう！
それぞれの立場からの労福協運動へのご参画とご支援
をお願い申し上げます。

今こそ労福協の出番！
すべての働く人の幸せと豊かさをめざして、
連帯・協同で安心・共生の福祉社会をつくろう！

長野県労働者福祉協議会 理事長　根橋　美津人

県労福協構成団体代表者からの年頭の辞

県労組会議 議長　宇佐美　正信
あけましておめでとうございます。自然
災害、インフレと歴史的円安、戦争と暴

力、格差と分断が一人ひとりの生活を脅かしています。
今こそ労働者の連帯を取り戻し、労働組合が社会的役割
を果たすことで、組織されていない労働者・国民と共に
安心して暮らせる平和で幸せな社会を築いていきましょ
う。ともにがんばりましょう。

県労連 議長　細尾　俊彦
新年あけましておめでとうございます。
紛争と震災、気候変動による災禍に心痛

めた一年でした。また、働き方と社会の「壁」について
も論じられた一年でした。私たち一人一人の心とからだ
の健康を取り戻すことのできる一年でありたいと思いま
す。今年もよろしくお願いします。

長野県労働金庫 理事長　小池　政和
あけましておめでとうございます。
「可処分所得向上プロジェクト」への取組
みにご支援とご協力をいただきありがとう

ございます。格差の拡大が鮮明化しているなか、多くの組
合員の皆様により一層ご相談いただける機会を増やすべ
く、弊庫MLAのご活用の周知をお願い申し上げます。引
き続き、「お客様に寄り添う福祉金融機関」をめざし、役
職員一同、取り組んでまいりますので変わらぬご愛顧を賜
りますよう宜しくお願い申し上げます。

県退職者連合 会長　善財　　保
今年４月より、前会長の後理事に就任し
ました。
県退連は連合傘下の組合の退職者会が集

まった組織で、現在12構成組織９千人ほどになってお
り、年々減少してきています。
高齢者や働く者が安心して暮らせる社会を目指し、制度
政策要求などを取り組んでいますので、現役の皆さんの
ご協力をお願いします。

こくみん共済 coop  長野推進本部 本部長  　
村山　智彦

2025年のスタートを穏やかにお迎えのこ
ととお喜び申し上げます。昨年はいきな

りの大災害に見舞われ、備えることの大切さを痛感いた
しました。「保障の生協」として力不足ではあります
が、組合員・契約者の皆様と安心・信頼の互恵関係をめ
ざし一年間全力で走りぬきます。よろしくお願いいたし
ます。

長野県生協連 会長理事　太田　栄一
明けまして、おめでとうございます。
2025年は「国際協同組合年」として、協

同組合の価値と役割が改めて注目される年となります。
わたしたち生協は、協同組合をはじめ地域のさまざまな
団体・個人のみなさまと連携を深め、組合員とともに持
続可能な地域社会づくりに取り組んで参ります。本年
も、よろしくお願いいたします。

県勤労協 会長　竹内　宏美
あけましておめでとうございます。
コロナの感染が収束しつつも、世界的な

地球温暖化による災害や農作物への被害、終わらぬ紛争
や戦争。国内では人口減少、高齢化が進む中で各自治体
は問題が山積しています。平和と民主主義を希求する各
地域の団体の皆様と共に、住みよい環境づくりをめざし
ます。今年もよろしくお願いします。

2 ながの労福協 ライフサポートセンター Vol.348



2025年 年頭のご挨拶

　新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　日
本
経
済
全
体
が
落
ち
込
む
中
で
、
光
熱
費
や

食
品
な
ど
生
活
に
直
結
す
る
分
野
の
値
上
げ
が
続

い
て
い
ま
す
。
こ
の
な
か
で
、
2
0
2
4
年
の
年

間
出
生
数
は
初
め
て
70
万
人
を
割
り
込
む
こ
と
が

予
想
さ
れ
、
最
悪
の
ペ
ー
ス
で
少
子
化
が
進
行
し

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
「
健
康
で
文
化
的
な
最
低
限
度
の
生
活
」
を
保
障
す

る
は
ず
の
生
活
保
護
費
も
段
階
的
に
削
ら
れ
続
け
る
な
ど
、
格
差
や
貧
困
、

社
会
の
分
断
が
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
今
こ
そ
、
私
た
ち
は
、
生
活
困
窮
者
支
援
の
取
り
組
み
や
、

ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
活
動
、
こ
ど
も
食
堂
の
取
り
組
み
な
ど
、
地
域
の
様
々
な

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
支
え
合
い
助
け
合
う
、
地
域
共
生
社
会
の
構
築
を
め
ざ
し

た
取
り
組
み
を
、
力
を
あ
わ
せ
て
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

高
等
教
育
の
負
担
を
軽
減
す
る
に
つ
い
て
は
、
「
す
べ
て
の
人
が
学
べ
る

社
会
へ

　高
等
教
育
費
負
担
軽
減
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
取
り
組
み
に
結
集

し
、
「
団
体
賛
同
・
個
人
署
名
」
の
取
り
組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
多
く

の
方
々
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
、
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
通
常
国
会
で
は
大
学
等
修
学
支
援
法
の
改
正
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
こ
れ
を
機
に
、
修
学
支
援
制
度
の
対
象
範
囲
の
拡
大
な
ど
、
高
等

教
育
の
負
担
軽
減
を
も
と
め
て
、
取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
今
年
は
国
連
の
定
め
た
国
際
協
同
組
合
年
で
す
。
改
め
て
労
働
者

自
主
福
祉
運
動
や
協
同
組
合
運
動
な
ど
の
共
助
の
輪
を
広
げ
る
と
と
も
に
、

N
P
O
や
市
民
団
体
な
ど
と
も
つ
な
が
り
、
持
続
可
能
な
開
発
目
標

（
S
D
G
s
）
の
実
現
に
向
け
た
協
同
組
合
の
実
践
、
社
会
や
経
済
の
発
展

へ
の
協
同
組
合
の
貢
献
に
対
す
る
認
知
を
高
め
る
取
り
組
み
を
、
と
も
に
進

め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
2
0
3
0
年
ビ
ジ
ョ
ン
に
お
い
て
確
認
し
た
「
貧

困
や
社
会
的
排
除
が
な
く
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
大
切
に
さ
れ
、
平
和

で
、
安
心
し
て
働
き
く
ら
せ
る
持
続
可
能
な
社
会
」
を
実
現
す
る
た
め
の
取

り
組
み
を
、
組
織
の
枠
を
超
え
て
、
労
働
者
自
主
福
祉
の
取
り
組
み
を
展
開

し
て
い
く
こ
と
を
お
誓
い
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

労
働
者
福
祉
中
央
協
議
会

　会 

長

　

 

芳
野

　友
子

２
０
２
５
年
　
年
頭
挨
拶

連合長野 会長　根橋　美津人
謹んで新年のお慶びを申し上げます。
時代の転換期で暮らしの基盤が揺らぐ

中、労働運動・労働者福祉運動には、これまでの延長線
上ではない新たなステージを切り拓いていく取り組みを
加速する必要があります。労福協と培ってきた共助のウ
ィングを拡大し「連帯・協同で安心・共生の福祉社会」
を実現すべくともに歩みを加速しましょう。

2025年の新春を迎え、日頃からの労福協運動に対する
ご支援に改めて感謝申し上げますとともに、今年が皆様
にとって充実した一年となりますようお祈り申し上げま
す。
そして、能登半島地震をはじめ多くの自然災害の被災
地で復興再生に取り組んでおられる方々、避難生活を強
いられている方々が、一日も早く穏やかな生活を取り戻
せるよう心より祈念いたします。
今年は、2019年に策定した労福協の「2030年ビジョ
ン」に向けた具現化の折り返し点にあたります。私たち
は2012年国際協同組合年を契機に、２年間の議論を経て
「連携・協同の深化」に向けた最終報告を第56回定時社
員総会で確認して10年、改めて労福協の社会的価値を訴
え、原点に立ち返って労働組合と福祉事業団体・協同組
合との連携強化を呼びかけてきました。同時に、最も共
助を必要とする人たちが共助の仕組みの外にいる現状を
指摘し、そうした方々に共助の輪を拡大していく必要性
を繰り返し提起してきたところです。
2030年にめざす社会像「貧困や社会的排除がなく、人
と人とのつながりが大切にされ、平和で、安心して働き
くらせる持続可能な社会」。今、この重みをかみしめる
必要があります。世界に究極の不連続性をもたらしたコ

ロナ禍、さらには国際情勢の緊迫化、地政学リスクや自
然災害リスクの顕在化などからくる不確実性の波は、働
く仲間とその家族に及んでいることは言うまでもありま
せん。そして目の前に突き付けられているのは、自助だ
けでこのような危機は乗り越えることが難しい現実であ
り、社会的セーフティネットの脆弱さもあいまって、貧
困や格差をさらに深刻化させている厳然たる事実です。
くしくも今年は２回目の「国際協同組合年」です。今
こそ活動コンセプトである「つなぐ・つながる」潜在力
を引き出していくためにも、労働団体と事業団体の連携
による組織基盤強化に向けた利用促進と、労働者福祉の
ウィングを拡げる共助拡大運動の２つの軸を体現し続け
る年にしていきたいと思います。
加えて、貧困を生み出す原因をなくしていくための取
り組みも不可欠です。本来見据えるべきは、働いても生
活できない、働きたくても働けないという社会のかたち
です。格差や貧困のない社会に向けて、労福協も社会の
共感の得られる運動の一翼を担ってまいります。
連帯・協同、共生といった価値観が尊重される社会を
めざして、ともに前進しましょう！
それぞれの立場からの労福協運動へのご参画とご支援
をお願い申し上げます。

今こそ労福協の出番！
すべての働く人の幸せと豊かさをめざして、
連帯・協同で安心・共生の福祉社会をつくろう！

長野県労働者福祉協議会 理事長　根橋　美津人

県労福協構成団体代表者からの年頭の辞

県労組会議 議長　宇佐美　正信
あけましておめでとうございます。自然
災害、インフレと歴史的円安、戦争と暴

力、格差と分断が一人ひとりの生活を脅かしています。
今こそ労働者の連帯を取り戻し、労働組合が社会的役割
を果たすことで、組織されていない労働者・国民と共に
安心して暮らせる平和で幸せな社会を築いていきましょ
う。ともにがんばりましょう。

県労連 議長　細尾　俊彦
新年あけましておめでとうございます。
紛争と震災、気候変動による災禍に心痛

めた一年でした。また、働き方と社会の「壁」について
も論じられた一年でした。私たち一人一人の心とからだ
の健康を取り戻すことのできる一年でありたいと思いま
す。今年もよろしくお願いします。

長野県労働金庫 理事長　小池　政和
あけましておめでとうございます。
「可処分所得向上プロジェクト」への取組
みにご支援とご協力をいただきありがとう

ございます。格差の拡大が鮮明化しているなか、多くの組
合員の皆様により一層ご相談いただける機会を増やすべ
く、弊庫MLAのご活用の周知をお願い申し上げます。引
き続き、「お客様に寄り添う福祉金融機関」をめざし、役
職員一同、取り組んでまいりますので変わらぬご愛顧を賜
りますよう宜しくお願い申し上げます。

県退職者連合 会長　善財　　保
今年４月より、前会長の後理事に就任し
ました。
県退連は連合傘下の組合の退職者会が集

まった組織で、現在12構成組織９千人ほどになってお
り、年々減少してきています。
高齢者や働く者が安心して暮らせる社会を目指し、制度
政策要求などを取り組んでいますので、現役の皆さんの
ご協力をお願いします。

こくみん共済 coop  長野推進本部 本部長  　
村山　智彦

2025年のスタートを穏やかにお迎えのこ
ととお喜び申し上げます。昨年はいきな

りの大災害に見舞われ、備えることの大切さを痛感いた
しました。「保障の生協」として力不足ではあります
が、組合員・契約者の皆様と安心・信頼の互恵関係をめ
ざし一年間全力で走りぬきます。よろしくお願いいたし
ます。

長野県生協連 会長理事　太田　栄一
明けまして、おめでとうございます。
2025年は「国際協同組合年」として、協

同組合の価値と役割が改めて注目される年となります。
わたしたち生協は、協同組合をはじめ地域のさまざまな
団体・個人のみなさまと連携を深め、組合員とともに持
続可能な地域社会づくりに取り組んで参ります。本年
も、よろしくお願いいたします。

県勤労協 会長　竹内　宏美
あけましておめでとうございます。
コロナの感染が収束しつつも、世界的な

地球温暖化による災害や農作物への被害、終わらぬ紛争
や戦争。国内では人口減少、高齢化が進む中で各自治体
は問題が山積しています。平和と民主主義を希求する各
地域の団体の皆様と共に、住みよい環境づくりをめざし
ます。今年もよろしくお願いします。

3ながの労福協 ライフサポートセンター Vol.348
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11月16日（土）に「みら
い・あんしん」学校の全体セ
ミナーをフリーパーソナリテ
ィの「坂橋 克明氏」を招き
講演をいただきました。坂橋
さんは元信越放送（SBC）
のアナウンサーで、現在も
ラジオで「坂ちゃんのずく
だせえぶりでい」の番組を

担当されています、ご存じの方も大勢おられることと思い
ます。講演は絶妙な語りや間の取り方で自身の体験も交

えながら「人と人とのつながり」について講演をいただき
ました。参加者からは、“普段お会いすることのできない
方の話しを聞くことが出来る機会で感謝”“相手への物
事の伝え方・双方向のコミニュケーションを意識する大
切さ”“坂橋さんの仕事の向き合い方が参考となった”な
ど、これからの生活に活かしていきたいとの共感の声を
いただきました。

また、個別セミナーではろうきん・こくみん共済coop・
県生協連・県労福協が作成した生活に役立つ個別セミ
ナー動画を11月1日～12月27日まで県労福協のＨＰで
公開配信を行い、多くの皆さまにご視聴いただきました。

11月19日（火）に
県労福協として
2024年度の県政
要請を行いまし
た。午前中は知事
との意見交換で要
請書を根橋理事
長から阿部知事に
手渡し、県労福協からは「長野県の人口減少問題」特に、
自動車運送業・建築業・医療業に関わる勤労者の生活
や経済・健康に及ぼす影響をもたらす問題でもあるた
め、課題対応へ向けた取り組みを要請しました。阿部知
事からは「人口減少に伴う各種業種に関わる問題」は、
深刻な課題としてとらえている。経済団体・労働団体・
行政が力を合わせ、難局を乗り越えていきたいとのご

意見をいただきました。
午後は、各部局の担当者より大項目９点（内小項目36

項目）について回答をいただき、県の考えや取組みにつ
いて意見交換を行いました。
＜要請項目＞
1.協同組合支援強化に向けて
2.長野県の人口減少問題と働き方改革に向けて
3.生活困窮者自立支援制度の拡充と体制整備に向けて
4.「奨学金」制度の拡充・改善に向けて
5.フードバンク信州との連携に向けて
6.消費者政策の充実強化、くらしの安全と安心の確保
　に向けて
7.雇用の確保と公正な働き方の実現に向けて
8.大規模災害等の被災者支援と防災及び減災対策に向けて
9.安心・信頼できる社会保障の構築に向けて

県労福協 2024年度県政要請を実施

『人と人とのつながり』を
テーマにした全体セミナーはたらく人の「みらい・あんしん」学校を開校！

2024年度 福祉相談ダイヤル委員会を開催
12月1４日（土）本誌の「くらしなんでも相談」の出筆をいただいている弁護

士、司法書士、社会保険労務士の先生方と構成団体の委員を加えた福祉相談
ダイヤル委員会を開催いたしました。会議内容は「くらし・なんでも相談ほっとダ
イヤル」毎月の「第2土曜相談会」の現状および寄せられる相談内容について具
体的な相談事例等を含め相談傾向を共有化しました。相談内容は相続・不動産
関係等の相談が多く、毎月の相談件数は専門家が直接にお答する「第2土曜相
談会」が平均で20件の相談が寄せられています。今後も悩みを抱えている方々
のお役に立てるよう活動を継続していきます。

0120-39-6029
さん  きゅー ろ ー ふ くフリーダイヤル

毎月第２土曜日
相談受付時間
10：00 ～１4：30
     （相談終了 15：00）

一人で悩まず、 まずはご相談ください



ろうきん駒ヶ根支店
は、「アルプス（中央ア
ルプス・南アルプス）が
ふたつ映えるまち」「駒
ヶ岳ロープウェイ」、ま
た皆さんも一度は食べ
たことがあると思われ
るB級グルメ「ソースか

つ丼」で有名な地にあります。駒ヶ根支店は日本中を
震撼させたグリコ・森永事件があった1984年にオープ
ンし、お陰様で、40年を迎えることができました。この間
のご愛顧たいへんありがとうございます。駒ヶ根支店の
営業エリアは駒ヶ根市・飯島町・宮田村・中川村の1市
1町2村、日頃より多くの皆さまにご利用いただいており
ます。

10月20日（日）、2019年に開催以降、実に５年振りと
なる「上伊那労福協祭り」が開催され、駒ヶ根支店は
伊那支店と合同で「チャリティーふれ愛アニメ祭り」を
同日開催し、祭りブースには「輪投げチャレンジコーナ
ー」を出店しました。当日は、アニメ祭りに約1,000名の

ご来場、輪投げには300名
超の方にチャレンジいただ
きました。多くの皆さまにご
来場いただいたことで、地
域の皆さんとの「ふれあい」
を深めるとともに、はたらく
仲間の交流・福祉向上につ
なげることができました。

11月には上伊那労働者
福祉協議会と協同で、社会
保障制度が大きく変革する
なか「退職前セミナー」を駒ヶ根市・伊那市でそれぞれ
開催し、年金・健康保険・雇用保険等の不安を解消し
ていただきました。
今後も福祉事業

団体としての役割
発揮のため、上伊
那労働者福祉協議
会と連携し活動して
まいります。

ろうきん駒ヶ根支店

ろうきん駒ヶ根支店

構成団体だより

今回の[信濃の国]の特集、懐かしく思いました。子供の頃
は、学校で歌ったりもっと身近に感じていたような。歌詞が付
いていたので口ずさんでみました

��

（大桑村）

347号の特集は興味深く見せていただきました。このような身近な
話題が、これからも掲載されると嬉しいです。（辰野町）

「信濃の国」を深く知ることができてよかったです。私が小学
生の時は1番しか教わらなかったので、4番で転調することは
初めて知りました。（安曇野市）

何気なく歌っている信濃の国について、改めて詳細を知れてよ
かったです。（東御市）

今回の間違い探し、カラフルで魅入ってしまい、いい意味で間
違い探しに集中できませんでした（笑）また、枠がなくなったこと
で今までより言葉を選んで回答したため、一層脳トレになったと
思います。（松川村）

コインパーキングの相談事例に首がもげるほど同意しまし
た！トラブルを避けるため細かいところまでよく確認しようと思
います！（須坂市）

ツナグを読ませていただきました。全く同感です。労働組合が
過渡期にあるなど言われていますが、労働者同士の繋がりに
より当局に対峙することはいつの時代にも必要で大切です。
今の労働条件に満足しているなら、それは先輩たちの運動の
賜物ということを教えていかないといけないと思い活動してい
ます。（長野市）

読者
の声

あの

店
この

店
どんな

店

今回紹介するお店は、諏訪郡下諏訪町にあります。国道20号線
大社通り交差点より御田町商店街へ入り50メートルの場所にあり
ます。道路を挟んで真向いには、2024年11月に開催された第95
回関東信越国税局酒類鑑評会において純米吟醸の部で最優秀
賞を受賞した御湖鶴酒造場があり、諏訪大社下社秋宮・下諏訪温
泉にも近い立地です。
「蕎麦屋みのり」は、こだわりの鰹節（鹿児島県枕崎・指宿産の
極上の本枯節）、厳選を重ねた醤油と味醂を使用した『極上のつ
ゆ』で食べる蕎麦は格別です。１日５食
限定の『みのりもり』（もりそば３枚分）
は人気です。蕎麦も美味しいですが、タ
レカツ丼等の丼物とそばのセット、アジ
フライ・からあげ等の定食もお勧めで
す。ぜひ一度、ご賞味下さい。

下諏訪町『　　　　　　　　　　　』

「　　　　　　　　　　　」
長野県下諏訪町御田町3205
営業時間／昼の部　11：00～15：00
　　　　　夜の部　18：00～21：00
　　　　　（夜の部は土・日のみ営業）
定休日／月・火　☎0266－55－5111

大社通り

御田町

下諏訪駅前

20

142

諏
訪
大
社

●

JR中央線
下諏訪駅

八十二銀行●

●
御湖鶴酒造

P
至
岡
谷

至佐久
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見守り新鮮情報

20年以上前に製造された石油ファンヒーターを使用している。灯
油が残った状態でカートリッジ式のタンクに給油しようと、タン

クを持ち上げたら、灯油が漏れた。危ないのでメーカーに苦情を申し出たら「機器
が古いため、フィルター周辺部品の劣化の可能性がある。そのフィルターはもう製
造していない」と言われた。古い製品だが、使用を続けたいと思っている。（70歳代）

●石油ファンヒーターは、長く使用しているうちに、熱や湿気、ほこりなどの影響で部品が劣化し
て発煙・発火し、場合によっては火災などの重大な事故につながることがあります。
●業界団体等では、石油ファンヒーターの点検・取替の目安を８年としていますが、たとえ年数が
経っていなくても、機器に異常を感じたら、ただちに使用を中止してメーカーや販売店に点検・
修理を依頼してください。
●石油ファンヒーターを含む「石油ストーブ」は、消費生活用製品安全法の特定製品として指定さ
れており、国により安全基準が定められています。PSCマークがついている石油ファンヒーター
は、カートリッジタンクのふたが改善され、また、給油時消火装置や不完全燃焼防止装置の設置
が義務付けられるなど安全性が強化されています。
●安全のためには製品の買い替えも検討しましょう。

相談事例

ひとこと助言

見守り新鮮情報　第496号（2024年10月31日）発行：独立行政法人国民生活センター 

中学生の息子は、私名義で契約し息子を利用者登録したスマートフ
ォンを使用している。このスマホの通信料金は私がクレジットカード

で支払っているが、キャリア決済料を含めた料金が高額なことに気づき内訳を
調べると、この5カ月間で約5万円がオンラインゲームのアプリで使われていた
ことが分かった。今は息子のスマホにフィルタリングをかけ、キャリア決済の上
限額を引き下げたが、そのように予防ができることを知らなかった。（当事者：
中学生）

事例

●フィルタリング等の設定や利用のルール作りなど、子どもに安全に使用させるために、ネットの利用環境を整えましょう。
●子どもに持たせるスマホは、ペアレンタルコントロールの機能を利用して保護者がアカウントを管理し
ましょう。また、保護者のアカウントに決済完了メールが届くよう設定し、メールや料金明細を日頃か
らチェックしましょう。
●保護者の同意のない未成年者契約は民法上取り消せますが、保護者アカウントでログインした端末機
器で課金した場合、アカウント所有者である保護者が決済を行ったとみなされる場合があります。困
ったときは、お住まいの自治体の消費生活センター等にご相談ください（消費者ホットライン
188）。

ひとことアドバイス

第213号（2024年10月10日）発行： 独立行政法人国民生活センター

さぽーとくん

子どもに持たせるスマホには
ペアレンタルコントロール機能を

重大な事故につながるおそれも！
長期使用の石油ファンヒーター

異常を感じたら
使用中止！

見守るくん

生活お役立ち情報43

独立行政法人国民生活センター
本文イラスト：黒崎 玄
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現在、私はパートタイムで働いていますが、体調が優れず会社と相談し休職をすることになり
ました。この場合、傷病手当金の支給を受けることができますか？またどのくらいの支給される
ものなのでしょうか？

Q
パートタイムで働いている場合でも、条件を満
たせば傷病手当金を受け取ることが可能です。
傷病手当金は業務外の病気やケガで仕事ができ
ない状態になり、給与が支給されない場合に利用
できるものです。具体的には、健康保険に加入し
ていることが前提となりますが、パートタイム労
働者でも会社で社会保険に加入していれば支給対
象になります。
支給される金額は、過去1年間の平均標準報酬
額を基に計算されます。1日あたりの支給額は
「平均標準報酬日額の3分の2」相当になりま
す。この支給額は給与が完全に支払われていない
場合に適用され、部分的に給与が支給されている

場合はその額に応じて減額されます。傷病手当金
は、休業が連続して3日以上続いた場合、4日目
以降から受け取ることができ、支給期間は最長で
1年6か月です。
申請には、協会けんぽまたは健康保険組合等に
提出する専用の申請書が必要です。この申請書に
は、医師の診断書や会社からの休業証明などが必
要にあります。手続きには数週間ほどかかるた
め、早めに準備を進めることをお勧めします。ま
た、協会けんぽや健康保険組合によっては細かい
条件が異なる場合があるため、会社の担当者と事
前に確認をして適切な支援を受けられるようにし
ておきましょう。

A

私は現在いわゆるフリーランスで、企業から依頼を受けて仕事をしています。2024年11月
からフリーランスに関わる法律ができると聞いたのですが、どういうものでしょうか？Q
2024年11月1日から「フリーランス・事業者

間取引適正化等法」が施行となりました。
この法律はフリーランスの方が安心して働ける
環境を整備することを目的としています。
この法律によってフリーランスに業務を依頼す
る事業者に次の項目が義務付けられました。
①業務委託をした場合、書面等により、直ちに、
取引条件を明示すること
②発注した物品等を受け取った日から数えて60
日以内のできる限り早い日に報酬支払期日を設
定し、期日内に報酬を支払うこと
③１か月以上の業務委託をした場合、次の行為を
してはならないこと（〇受領拒否 〇報酬の減額 
〇返品 〇買いたたき 〇購入・利用強制〇不当
な経済上の利益の提供要請 〇不当な給付内容の
変更・やり直し）
④広告などにフリーランスの募集に関する情報を
掲載する際に、虚偽の表示や誤解を与える表示
をしてはならないこと、内容を正確かつ最新の
ものに保たなければならないこと
⑤６か月以上の業務委託について、フリーランス
が育児や介護などと業務を両立できるよう、フ

リーランスの申出に応じて必要な配慮をしなけ
ればならないこと
⑥フリーランスに対するハラスメント行為に関
し、次の措置を講じること（〇ハラスメントを
行ってはならない旨の方針の明確化、方針の周
知・啓発〇相談や苦情に応じ、適切に対応する
ために必要な体制の整備〇ハラスメントへの事
後の迅速かつ適切な対応 など）
⑦６か月以上の業務委託を中途解除したり、更新
しないこととしたりする場合は、原則として
30日前までに予告しなければならないこと、
予告の日から解除日までにフリーランスから理
由の開示の請求があった場合には理由の開示を
行わなければならないこと

A

相談事例より
114 齋藤　直登

特定社会保険
労務士
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〈ライフサポートセンター〉

環境に配慮しエコバインディングとしました
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連載
シリーズ

お役立ち情報
国民生活センター
重大な事故につながるおそれも！長期使用の石油ファンヒーター
子どもに持たせるスマホにはペアレンタルコントロール機能を

県労福協構成団体だより　ろうきん駒ヶ根支店
あの店、この店、どんな店　下諏訪町 蕎麦屋みのり秋宮前

ツナグ

vol.348
2025年
１月15日号

下に並んだ二枚の絵を見比べて違っている箇所を16個探して下さい。日頃使わない脳への刺激になるかと思います。
（枠指定の解答方法ではありません。詳細をお答え下さい。）

応募締切り
2月15日ご家族で

楽しむ
ご家族で
楽しむ 1616 個の

まちがいさがし
個の
まちがいさがし

新春
特別企画

いずれの方法による応募の場合も次の項目を必ずご記入ください。
●クイズの答え（16個）　●労福協の機関紙に対する意見・要望を何か一言。
●住所・氏名・年齢・性別・所属団体（単組名）又は勤務先。

★プレゼントの応募方法

https://www.lsc-nagano.or.jp/

QRコードは
こちら

その１　ホームページからのご応募

長野県労福協のホームページ下の
こちらのバナーからご応募ください。

次のFAX番号からお申込みください
FAX番号０２６（２３２）６６７２

その２　FAXからのご応募
〒380-0838 長野市県町484-1センターボア205
一般社団法人 長野県労働者福祉協議会まで
ご応募ください

その３　官製はがきでのご応募
当選者（5名・敬称略）
石倉　様（須坂市）
小林　様（長野市）
伊藤　様（安曇野市）
笠原　様（塩尻市）
中森　様（中川村）

2024年11月15日第347号

正解者の中から抽選で10名の方に図書カード1,000円分、1名の方に図書カード5,000円分をプレゼント

おせち料理

（イラスト：りうん）

●
長
野
県
労
働
者
福
祉
協
議
会

　理
事
長

　根
橋
美
津
人

●
労
働
者
福
祉
中
央
協
議
会

　会
長

　芳
野

　友
子

新
年
の
ご
挨
拶
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